
学校教育目標 「進んで学び，心豊かで，たくましく生きる子どもの育成」

平成３１年４月２３日号明治９年開校 創立１４３周年

～世帯配付～

・１年生にプレゼント
された手作りの交通安
の「わらじお守り」

）寄贈：大高修市さん

4／14 授業参観・ＰＴＡ総会・懇談会への
多数の参加に感謝！

青空がまぶしく感じられたこの日，本校に来校いただきましてありがとう

ござました。ＰＴＡ総会では席が埋まるほどの大勢の参加があり，大変うれ

しく思っています。授業参観ではお子様の様子をご覧になり，成長を感じる

ことができたでしょうか。

総会や学年・学級懇談では，今年度の学校・学年・学級の経営方針等をお

伝えしました。また，新しい役員（総務委員）の皆様も選出され，いよいよ

ＰＴＡ活動も本格的にスタートします。

今年度も，保護者と学校が共に手を携えながら，子どもたちの健やかな成

長のために，ご協力をよろしくお願いいたします。

ＰＴＡ総務委員の紹介

会 長 佐々木正義(５松：勇眞)

副会長 佐藤 裕一(５竹：煌大)

〃 工藤絵里奈(１竹：琉生空)

〃 庄内 諭(６松：建蔵・３竹：一花）

監査員 嶋田 明美(６竹：瑛太)

〃 田中 洋輔(４松：美結)

〃 松岡 亮(２松：翔生)

幹 事 野村 智康(３松：亮智・５竹：未美)

〃 白鳥美和子(６松：飛悠)

〃 笹村 大樹(２竹：依菜実・５竹：暁人)

〃 沖 愛里佳(２松：愛來・４松：未莉愛)

顧 問 呼子 晃大(６竹：夏望)

4/18 伝統の「１・６ペア」の顔合わせ会
～６年生が１年生をお世話するシステム～
本校にとって「１・６ペア」も，学校を支えると

ても重要な教育活動です。 この日は，その顔合わ

せが行われました。６年生が年間を通して１年生に

担任と一緒に掃除・水泳・踊りを教えたり、朝の時

間のお世話をしたりします。

６年後は，今度は１年生が新入生をお世話するこ

とになります。この伝統はずっと継承したいです。



～４・５・６年生のがんばりに期待～「児童会任命式」を経て

子どもによる 楽しく・規律ある学校づくりが始まりました
一人一人が主役です。役員を支え，全員で委員会・学級をもり上げよう！

， 。４月１１日(木)の児童会任命式を受けて 委員会活動が始まりました

児童会任命式では，各委員会の代表者が自分たちの活動をとおして学

校生活を楽しくしたり，規律をもたせたりするなど，目指す方向を示し

てくれました。

子どもたちのこの式に臨む姿は，とても立派で，やる気になっている

真剣な眼差しがとても印象的でした。

また，子どものがんばる姿が地域の中でも輝けるよう，教職員もかま

って聞いて・ほめて見取って・励ましていきたいと思います。

委員会名 委員長 副委員長 書記(ノート) 書記(黒 板)

放送委員会 伊藤菜々心 岩本 葵 佐藤帆乃夏 本郷 玲央

図書委員会 柴田 美逢 大高 理菜 水木 彩寧 清水 優花

運動委員会 嶋田 瑛太 工藤 晴久 今井 涉 清水 勇翔

環境委員会 大高 葵 佐藤 結太 平塚 優奈 佐藤 愛夏

健康委員会 櫻庭 未唯 呼子 夏望 鈴木 月雫 佐藤 唯愛

給食委員会 田森 舞 鈴木ひなた 伊東 圭悟 佐藤 桜

ＪＲＣ委員会 松橋 空南 髙田 和花 白鳥 飛悠 佐藤 千彰

生活委員会 江戸 陽菜 佐藤 瑠星 藤澤 幸明 佐藤凛太郎

運営委員会 能登 夏美 西川 知穂 渡辺 楓花 柴田結愛乃

各 学 級 の 学 級 委 員

４松 ５松 ５竹 ６松 ６竹

古町 充生 武田 大和 藤原 翔吾 佐藤 瑠星 藤澤 幸明

工藤 天音 松川 怜俐 髙田 茉那 佐藤 桜 佐藤 愛夏

・各学級会①児童会＝９つの委員会（４年生以上）

②運営員会による代表委＝向小サミット（学級委員・委員会代表）

・各委員会
児童活動

③１・６ペア（１年と６年）

④なかよし班（全校たてわり班）

児童会担当の松山先生

給食委員会（４～６年）

大型連休（4／26～5／6）も，
事故に遭わない「安全意識」をもとう！

連休中は，子どもの事故が多発します。４月は交

通安全指導に力を入れてきました。その学びを家庭

で生かしていただければ幸いです。

～見守り隊対面式・自転車教室・街頭指導指導内容

１年保護者や児童への交通安全の話等々

（見守り隊・警察署・交通指導隊・ＰＴＡ・職員）

4/18 能代警察署と少年保護育成委員が
あいさつ運動～なまはげも登場～

この日は子どもの登校時間に合わせて，標記の
方々が，あいさつ運動を兼ねて子どもの安全を守
るために「不審者から身を守ろう 「通信機器の正」
しい使い方をしよう」というパンフレットを配布
しました。

ご家庭でもお子様がもらったパンフレットを見
ながら，
安全意識
を高める
ための話
合いをし
てみては
いかがで

。しょうか


